
授　業 【 G 】 区 分

科目名

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

他科目との

関連性
情報法入門，情報法Ⅰ,Ⅲ～Ⅳなど

『マス・メディア法入門（第５版）』松井茂記（２０１３, 日本評論社）　　※必要に応じて、資料配付。

『情報法概説（第2版）』曽我部真裕・林秀弥・栗田昌裕（２０１９,弘文堂），『新・判例ハンドブック情報法』宍戸常寿編(２０１８,日本評論社）

教科書

参考書

科目コード B511-3-X    (科目一覧番号：261)

評価方法 授業への参加態度３０％，学習到達度の確認７０％

質問については回答を，コメントシートについては解説を行います。

評価基準
授業内容について，よく理解している場合は，その程度に応じてSまたはＡを，理解が一部不十分な場合にはＢまたはＣを，また、理解が不十分な場合には，
その程度に応じてＤまたはＥと評価します。なお，最終授業への欠席など，評価不能の場合はＦとなります。

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

情報法Ⅱ
開講年次

【 G 】3
単位数

【 G 】2

選  択

専門科目

対面授業

担当形態 単　独

【
概
要

】

今日、情報技術の進歩に伴い、メディアをとりまく情報環境は、変容を続けています。この授業では、マス・メディア、インターネットの法規制や情報
公開制度等について学びます。授業では、適宜、具体的事例として重要判例についても解説し、検討を加えますので、多角的視座から、深い思考
を持って、妥当な解決策を見いだす力をつけて下さい。

【
到
達
目
標

】

高度情報社会における法的課題を見いだし、現在的状況を改善するため、論理的に考察する力を身につけることができる。

ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

施行規則に定める科目区分又は事項等

メディア、インターネットにおける「表現の自由」を考える 渡邊　美樹

授業概要

履修条件 特になし。

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業



授　業 【 G 】 区 分

科目名

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：
15

学習到達度の確認および総括（前半：総括，後半：学習到達度の確認）

第１～１４回の授業の復習（120分程度） 総括について復習のこと（70分程度）

科目コード B511-3-X    (科目一覧番号：261)

13

インターネット,マス・メディアの法規制と倫理（１）SNSと匿名性

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

14

インターネット,マス・メディアの法規制と倫理（２）フィッシング詐欺など

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

その他
特になし。

11

個人情報の保護（２）匿名加工情報，仮名加工情報など

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

12

個人情報の保護（３）個人情報保護と諸問題

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

9

情報の保護と情報公開（３）不開示情報（意思形成過程上の情報，行政執行情報など）

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

10

個人情報の保護（１）個人情報，要配慮個人情報など

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

7

情報の保護と情報公開（１）情報公開制度について

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

8

情報の保護と情報公開（２）不開示情報（個人情報，法人情報，国の安全・外交に関する情報，公共の安全に関する情報など）

教科書の該当部分・配布資料を読む（110分程度） 教科書の該当部分・資料を再読（80分程度）

5

報道被害と救済について

報道被害について,自分の考えを論理的にまとめる（120分程度） 資料を再読（70分程度）

6

表現に関する諸問題

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分を再読（80分程度）

名誉の保護と取材・報道の自由

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分を再読（80分程度）

授業内容

1

イントロダクション（講義の進め方など），情報法の今日的課題について

シラバスで授業内容の確認をすること（80分程度） 資料を再読（110分程度）

2

プライバシーの保護と取材・報道の自由

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分を再読（80分程度）

3

肖像の保護と取材・報道の自由

教科書の該当部分を読む（110分程度） 教科書の該当部分を再読（80分程度）

4

情報法Ⅱ
開講年次

【 G 】3

単位数
【 G 】2

選  択


